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チャンディ・ボロブドゥール 

revised 2011-06-01 

 この単元のねらい：ボロブドゥール寺院の構造と意味を、建築、浮き彫り、仏像の観点から探る。 

1. 建築物としてのボロブドゥール 

1.1 沿革  

・ ボロブドゥール。Candi Borobudur<Bara Budur。 

・ チャンディ：石造または煉瓦造りの宗教建築遺構 

・ 中ジャワ州クドゥ盆地。ジョグジャカルタの北西約40km。 

・ 千原：790年頃着工。842年チャンディ・プトゥン碑文、860年以降に現在の形に完成。 

・ Dumarçay：775年頃-790年頃（第1期）。795年頃-820年頃（第2期）。860年頃（第3期完了）。 

・ シャイレーンドラ王朝 

・ 842年チャンディ・プトゥン碑文（Candi Petung）：Śrī Kahulunnan （皇后陛下）が「kamūlan i bhūmi 

sambhāra（地・資糧）」という名の祠堂を寄進した。bara budur<bhāra [bhūdhara] 

・ 1814年、ジャワ副総督ラッフルズ、「再発見」。『ジャワ誌』（1817年） 

・ 1886年、「隠れた基壇」発見。本来は方形壇5層。 

・ 1907年、オランダの修復事業開始。 

・ 1968-1983年、ユネスコの援助による国際修復事業。1991年にユネスコの世界文化遺産登録。 

・ 現在は公園。ただし、ワイサクの祭日には全国の仏教徒が集まる。 

 

1.2 概要 

・ 1辺120mの方形基壇。6層の方形壇と3層の円形壇。高さ42m。最上壇に直径16mの鐘型中央仏塔。 

・ 安山岩の切石（20-30ｃｍ）。55,000立方m。 

・ 仏塔（stūpa）としては特異。遺灰は未確認。祠堂（金堂）、僧院にあらず。 

・ 東正面。右繞（プラダクシナ）。 

・ 拱門：カーラとマカラ。 

・ ムンドゥット（3ｋｍ)、パオン（1.8km）。ムンドゥット：釈迦牟尼仏、世自在（右脇侍）、金剛手（左脇侍）。 

 

1.3 構造の意味 

・ 三界（三界説には問題あり） 

 欲界（kāmadhātu）、色界（rūpadhātu）、無色界（arūpyadhātu）。問題有り。参考：三界六趣 

・ 菩薩の十地（daśabhūmika） 

 「三乗共の十地」 乾慧地、種姓地、八人地、見地、薄地、離欲地、已弁地（以上、声聞） 辟支仏地

（縁覚）、菩薩地、仏地。『華厳経』「十地品」による十地。842年チャンディ・プトゥン碑文（Candi 

Petung） 

・ 仏教の教理を発展段階に即して表示する「仏教百科事典」：初期仏教～部派仏教（前生物語と仏

伝）、大乗仏教（華厳経）の教理を示す浮き彫りと、密教（金剛頂経）の教理を示す仏像群 
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2. 浮き彫り  

・ 浮き彫り（relief）、回廊（gallery）、主壁（main wall）、欄楯（balustrade） 

 所在 典拠（漢訳仏典） パネル数 

11 第4回廊主壁 普賢菩薩行願讃  72 

10 第4回廊欄楯 大方広華厳経入法界品（善財童子

の55善知識歴訪） 

 84 

9 第3回廊欄楯  88 

8 第3回廊主壁  88 

7 第2回廊主壁  128 

6 第2回廊欄楯 本生譚および比喩経（前生物語）  100 

5 第1回廊欄楯下段  128 

4 第1回廊欄楯上段  372 

3 第1回廊主壁下段  120 

2 第1回廊主壁上段 方広大荘厳経（仏伝）  120 

1 隠れた基壇 分別善悪応報経（因果応報）  160 

 合計   1460 

3. 仏像 

・ 丸彫り。壁龕（niche）、円壇上の釣鐘形ストゥーパ。印相(mudrā）。 

所在地 方位 仏像（推定） 印相 個数 

円壇上ストゥーパ  釈迦牟尼仏（Śākyamuni） 転法輪印  72体

第4回廊主壁上の仏龕 四方 毘盧舎那仏（Vairocana） 説法印（vitarka）  64体

現基壇から第3回廊まで

の仏龕 

東側 阿閦仏（Akṣobhya） 触地印  92体

南側 宝生仏（Ratnasaṃbhava） 与願印  92体

西側 阿弥陀仏（Amitābha/Amitāyus） 禅定印  92体

北側 不空成就仏（Amoghasiddhi） 施無畏印  92体

合計     504体

3.1. 仏像は密教のブッダ観を表象 

・ 自性法身としての毘盧舎那仏（象徴としての中心仏塔）、自受用法身としての毘盧舎那仏物（円壇

上ストゥーパ内の仏像）、他受用法身としての釈迦牟尼仏（第4回廊主壁上の仏龕内の仏像）、変化

法身としての四方の仏たち（第3回廊以下の仏龕内の仏像） 

4. 密教の勃興とその東漸 

・ 義浄、南海を往復（671-695）。 

・ （中期）密教の勃興（7世紀）：『大日経』『金剛頂経』の成立。 

・ 金剛智(Vajrabodhi）は南インドにて龍智より『金剛頂瑜伽経』『毘盧遮那総持陀羅尼』などを学ぶ。

菩薩の夢のお告げで師子国へ渡る。さらに中国へ向かうため、波斯の商船に乗り718年頃「仏逝国」

に到る。風待ちのため五か月滞在。難破の危地を脱して720年唐に到る。（『貞元新定釈教目録』第

14巻） 

・ 不空（Amoghavajra）は705年南インドに生まれる。708年、「闍婆」にて金剛智と会い、弟子になり、

師とともに唐に到る。不空の弟子の恵果の弟子に一人が空海（804-806年在唐）。（同第15巻） 
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・ 奈良東大寺大仏（752）。毘盧遮那仏。『華厳経』に基づく。752年、聖武天皇、光明皇后が願主、婆

羅門僧正菩提遷那（Bodhisena）が大導師となり、僧一千，文武百官が列した開眼供養会を開催。 
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